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２クルマエビの繁殖生理

図 2-1-1 クルマエビの雌性交接器と卵巣

　　A，空の交接器，矢印は生殖孔。B，交尾栓。C，精莢の入った受精囊，脱皮殻を体内側から観察。D，交接器
　　の断面図。E，卵巣，左側が頭部，9葉からなる。
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２ クルマエビの繁殖生理

表 2-1-1 卵形成過程の発達段階１－５）
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２クルマエビの繁殖生理

図 2-1-2 クルマエビ卵巣の組織像

　　A，卵原細胞期，矢印は卵原細胞が分裂・増殖する部位。B，初期仁期卵母細胞。C，後期仁期卵母細胞（黄色矢印）。

　　D，卵黄球 2 期。E，前成熟期。F，成熟期。G，休止期の卵巣，小囊の一つをオレンジ色で示した，矢印は中

　　期仁期の卵母細胞。H，外因性卵黄蓄積期の卵巣，黄色が卵原細胞群，緑色が初期仁期卵母細胞の第 2 卵群，

　　残りの卵黄球 2 期の卵母細胞が第 1 卵群。　CR，表層胞；FC，濾胞細胞；GV，核（卵核胞）；図中のバーは

　　100 µm。B,C は PAS 染色，A,D-H はヘマトキシリン－エオシン染色。
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２ クルマエビの繁殖生理

表 2-1-2 卵巣の発達段階３）
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図 2-1-3 産卵後の表層胞放出と極体放出の模式図

　　文献 6,9,11,12 を参考に作成。産卵からの経過時間はクルマエビの報告６）による。ふ化膜形
　　成と第 1極体放出のどちらが先に起きるかは文献により異なっており，ここではHudinaga６）

　　の記述にしたがった。
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２ クルマエビの繁殖生理

図 2-1-4  クルマエビのサイナス腺と腹肢の殻形成

　　A，眼柄の殻の一部をはがしてサイナス腺を露
　　出させた，矢印で示した青白い部位がサイナス

　　腺。B，Cの拡大図，現在の殻の下に新しい殻

　　が形成されている。C，腹肢先端部の剛毛，新

　　しい剛毛が形成されている。この殻の状態は脱

　　皮前期のD3 期である。

図 2-1-5  クルマエビのサイナス腺ペプチド（SGP）のアミノ酸配列

　　保存されている 6個のシステインを黄色で示した。SGP-IV だけ C末端がアミド化されていない。SGP-IV は

　　77アミノ酸残基，残りの SGP は 72アミノ酸残基から成る。
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